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研究成果の概要（和文）：　本研究では、1.体育授業の準備運動(3分程度)で体力向上を図る短時間運動プログ
ラムの開発、2.体育単元の中で体力向上を図る体育授業プログラムの開発、3.運動プログラム及び体育授業プロ
グラムを導入した体育科年間指導プログラムの開発を通して小学校全学年を対象とした体力向上モデルを構築す
ること、を検討した。
　その結果、当該体力向上モデルの構築は、第一に、単元の内容に対応させた3分程度の短時間運動プログラム
を準備運動として体育の授業に導入すること、第二に、1単元を3時間、6時間、あるいは9時間に設定した年間指
導計画を作成することによって可能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to develop a model for improving physical 
fitness for all elementary school grades.
  Specifically, three tasks were set. They were: 1) to improve physical fitness by introducing a 
short-time exercise program as a preparatory exercise (about 3 minutes) in physical education 
classes, 2) to improve physical fitness in physical education units, and 3) to develop an annual 
physical education program incorporating an exercise program and a physical education program.
  The results suggest that the physical fitness improvement model can be developed by 1) introducing
 a short 3-minute exercise program as a preparatory exercise in the physical education class that 
corresponds to the content of the unit, and 2) creating an annual teaching program in which one unit
 is set for 3, 6, or 9 credit hours.

研究分野：スポーツ教育学

キーワード： 小学校体育　短時間運動プログラム　体育授業プログラム　年間指導計画　体力向上モデル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在、小学生の体力低下の問題が指摘されている。
　小学校体育授業の準備運動は5分程度である(高橋ら、1989)。本研究は、第一に、3分程度の短時間運動プログ
ラムは体力向上に寄与する可能性があること、第二に、単元に適した体力要素を高める短時間運動プログラムの
導入は体力ばかりでなく、体育授業の学習成果を高めることに寄与する可能性があること、第三に、1単元を3、
6、あるいは9時間に設定した年間指導計画を立案することにより、各校に適した体力向上モデルの作成が可能で
あることを示唆した。
　本研究は、現在の児童生徒を取り巻く課題の解決に寄与するため、社会的意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年の子供の体力は下げ止まり傾向にあると言われるが、昭和 60年と比較して見ると、以前
低い水準であった(文部科学省、2014)。この状況改善に向けて、多様な取り組みが行われていた。 
 例えば、文部科学省は、例年「全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」を公開し、小・中
学校における具体的な取り組み事例の公開等の体力向上に向けた具体的情報提供を行ったり、
子供の体力向上指導者養成研修を実施したりしていた。また、各教育委員会は、体力向上に向け
た研修あるいは実技講習を行ったり、多様な運動プログラムを提供したりしていた。さらに、学
校・教員側は、約 8割の教員は子どもの体力は低下していると感じ、子どもの体力低下は重大な
問題である、と認識しており(岡野他、2010)、体力向上に向けた具体的な計画を立案し取り組み
を開始していた。加えて、研究者も、「ここ数年子ども達の体力低下問題に熱心に取り組んでき
た(中野、2015)」と認識されていた。また、このような子供の体力低下の危機的状況は、欧米圏
でも指摘されていた(International Physical Literacy Conference,2015)。 
 このように、児童の体力向上に関して、行政、学校、そして、研究者も取り組んでおり、体育・
健康に関する指導は学校の教育活動全体を通じて適切に行うと示され(小学校学習指導要領総則
第三)、体育の授業時数はおよそ週 3 時間設定されているにも関わらず、児童の体力向上を図る
ことは困難な状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、1.体育授業の準備運動(3 分程度)で体力向上を図る短時間運動プログラムの
開発、2.体育単元の中で体力向上を図る体育授業プログラムの開発、3.運動プログラム及び体育
授業プログラムを導入した体育科年間指導プログラムの開発を通して、小学校全学年を対象と
した体力向上モデルを構築すること、であった。 
 
３．研究の方法 
 
 2016 年度は、4 つの公立小学校を対象として、A 小学校では、1.立ち幅跳びに関する短時間
運動プログラム、2.校内研修、3.上体起こしに関する短時間運動プログラム、4.反復横跳びに関
する短時間運動プログラム、5.ボール運動に関する授業プログラム、B 小学校では、1.長座体前
屈に関する短時間運動プログラム、2.校内研修、3.持久走に関する授業プログラム、4.反復横跳
びに関する短時間運動プログラム、5.ボール運動に関する授業プログラム、C 小学校では、1.立
ち幅跳びに関する短時間運動プログラム、2.校内研修、3.反復横跳びに関する短時間運動プログ
ラム、4.ボール運動に関する授業プログラム、5.長座体前屈に関する短時間運動プログラム、並
びに、D 小学校では、1.上体起こしに関する短時間運動プログラム、2.校内研修、3.反復横跳び
に関する短時間運動プログラム、4.ボール運動に関する授業プログラム、5.持久走に関する授業
プログラム、を実施した。 
 2017 年度は、2016 年度に 4 小学校を対象にして実施した短時間運動プログラムに関するデ
ータ回収を行い、データ分析を行った。 
 2018 年度は、「3.運動プログラム及び体育授業を導入した体育科年間指導プログラムの開発
を通して小学校全学年の体力向上を図る小学校を対象とした体力向上モデルを構築すること」
に着手するために、A 市の 14 小学校における小学校全学年の体育科年間指導計画(年間指導カ
リキュラム)を収集し、分析した。 
 2019 年度は、「3.運動プログラム及び体育授業を導入した体育科年間指導プログラムの開発」
に関連して、小学校全学年の体力向上を図る体力向上モデルの構築に向けた情報を分析した。 
 また、「1.体育授業の準備運動(3 分程度)で体力向上を図る短時間運動プログラムの開発」に
関連して、短時間運動が個別の体力要素のうち、生涯を通じた育成が望まれる筋力と児童期に育
成が望まれる巧緻性に与える効果を分析した。具体的には、児童 768 名を対象に、週 3 回実施
される体育授業時間において、準備運動に配当される 5 分程度の短時間で実施できる個別の体
力要素に関わる運動を 5 週間実施した。この他、持久力を高めるための短時間運動プログラム
を検討した。 
 2020 年度は、新型コロナウィルスの影響のため、A 市、並びに、A 市の小学校現場、小学校
教員と直接遣り取りする機会がなくなったことから、2021 年度以降に研究を推進することとし
た。 
 2021 年度は、新型コロナウィルスの影響が継続してあったため、A 市、並びに、A 市の小学
校現場、小学校教員と直接遣り取りする機会はなかった。そのため、「1.体育授業の準備運動(3
分程度)で体力向上を図る短時間運動プログラムの開発」に関する成果を分析し、さらに、「3.運
動プログラム及び体育授業を導入した体育科年間指導プログラムの開発を通して小学校全学年
の体力向上を図る小学校を対象とした体力向上モデル」を検討した。また、これまで得たデータ



を整理する中で、コンディション系の体力要素が、コオーディネーション系の体力要素の影響を
受けている可能性があることが分かったことから、コオーディネーション系の体力について、脳
構造との関係から分析した。 
 2022 年度は、依然として新型コロナウィルスの影響が止むことはなく、A 市、並びに、A 市
の小学校現場、小学校教員と直接遣り取りする機会を取り戻せることはなかった。そのため、「3.
運動プログラム及び体育授業を導入した体育科年間指導プログラムの開発を通して小学校全学
年の体力向上を図る小学校を対象とした体力向上モデル」を作成することとした。 
 
４．研究成果 
 
 2017 年度に得られた主な結果について、立ち幅跳びに関して、2 校が取り組んだが、効果が
明確にあるとは言えなかった。上体起こしに関して、2 校が取り組んだが、1 校では効果が認め
られたと考えられるが、もう 1 校では効果が認められなかった。反復横跳びに関して、4 校が
取り組んだが、4 校の内 3 校について効果が認められたと考えられた。長座体前屈に関して、2 
校が取り組んだが、1 校では効果が認められたと考えられるが、もう 1 校では効果が認められ
なかった。シャトルランに関して、2 校が取り組んだが、2 校とも効果が認められたと考えられ
た。 
 2018 年度に得られた主な結果について、A市 14 小学校における年間指導計画は、運動会の設
定時期(春に設定、もしくは、秋に設定)、体育館の大きさ(バスケットボールコート換算で何面
取れるか)及びクラス数(各学校における合計クラス数)の影響を受けた運動場もしくは体育館で
の体育授業の割り当て、学年に複数学級が配当されている際の合同体育実施の有無等、様々な要
因が絡んでいることが明らかにされた。 この結果から、小学校体育科カリキュラムに影響を及
ぼす諸要因を統一して、また、各市における取組を反映させた年間指導計画を立案するためには、
自治体の教育委員会、当該自治体の小学校体育研究会、各学校の体育主任等と、緊密な連携を取
る体制を構築することが必須であることが示唆された。 
 2019 年度に得られた主な結果について、A 市を対象にして、14 小学校における小学校全学年
の体力向上を図る体力向上モデルの構築に向けて、14 小学校から得られたデータに基づいて、
小学校全学年を対象とした各領域における単元ごとの授業時数、小学校全学年を対象とした各
領域における単元ごとの短時間運動プログラム、及び、年間指導計画の基本形を整理した。また、
短時間運動プログラムの実施により、握力及びボール投げの記録が向上したとともに，運動有能
感については，学年によってその向上の効果に差があることを明らかにした。さらに、調整力に
関連が深い動作コオーディネーションと体力の関係について、明らかにした。 
 2020 年度に得られた主な結果について、小学校体育授業における持久走に関する研究成果に
ついて、論文として報告した。 
 2022 年度に得られた主な結果について、A 市における小学校全学年を対象とした各領域にお
ける単元ごとの授業時数、及び、小学校全学年を対象とした各領域における単元ごとの短時間運
動プログラムの設定、並びに、年間指導計画における単元の入れ替えを可能とする 1単元の授業
時数が 3、6、9時間に設定された運動会が春に実施される小学校を対象とした小学校全学年の年
間指導計画、及び、運動会が秋に実施される小学校を対象とした小学校全学年の年間指導計画を
作成した。また、コオーディネーション系の能力と脳構造の関係に関する研究成果について、論
文として報告した。 
 
 最後に、本研究について、研究成果及び今後の課題を簡潔にまとめる。 
 本研究の目的は、1.体育授業の準備運動(3 分程度)で体力向上を図る短時間運動プログラム
の開発、2.体育単元の中で体力向上を図る体育授業プログラムの開発、並びに、3.運動プログラ
ム及び体育授業プログラム導入した体育科年間指導プログラムの開発を通して小学校全学年の
体力向上を図る小学校を対象とした体力向上モデルを構築すること、であった。 
 「1.体育授業の準備運動(3 分程度)で体力向上を図る短時間運動プログラムの開発」に関して、
「短時間運動が児童の握力及びボール投げならびに運動有能感に与える影響」(上田憲嗣・宮尾
夏姫・大友智、2019)として学術論文で発表を行い、公開した。 
 「2.体育単元の中で体力向上を図る体育授業プログラムの開発」に関して、「小学校高学年の体
つくり運動領域における知識及び 運動の指導が児童の課題解決に与える効果の検討 －第 5 学
年の持久走単元を対象として－」(宮尾夏姫・大友智・吉井健人・深田直宏・築田尚晃、2021)と
して学術論文で発表を行い、公開した。また、コンディション系の体力要素が、コオーディネー
ション系の体力要素の影響を受けている可能性があることが分かったことから、コオーディネ
ーション系の体力について脳構造との関係から検討し、「The Motor Engram of Functional 
Connectivity Generated by Acute Whole-Body DynamicBalance Training」(Kenji UETA, Nobuaki 
MIZUGUCHI, Takashi SUGIYAMA, Tadao ISAKA, Satoshi OTOMO, 2022)として学術論文で発表を
行い、公開した。 
 「3.運動プログラム及び体育授業を導入した体育科年間指導プログラムの開発」に関して、A 
市を対象にして、14 小学校における小学校全学年の体育科年間指導計画(年間指導カリキュラ
ム)を収集し分析した結果、体育科年間指導計画は、①運動会実施時期、②体育館の大きさ、③
クラス数、④授業実施場所、⑤合同体育実施の有無等の要因の影響を受けて立案されていること



が明らかであった。これらを踏まえて、A 市の小学校を対象とした体力向上モデルを作成した。
そのモデルは、小学校全学年を対象とした各領域における単元ごとの授業時数の検討、及び、小
学校全学年を対象とした各領域における単元ごとの短時間運動プログラムの設定、並びに、年間
指導計画における単元の入れ替えを可能とする 1単元の授業時数が 3、6、9時間に設定された運
動会が春に実施される小学校を対象とした小学校全学年の年間指導計画の立案、及び、運動会が
秋に実施される小学校を対象とした小学校全学年の年間指導計画の立案から構成されている。
このような手続きを通して、小学校を対象とした体力向上モデルの構築は可能であることが示
唆された。 
 今後の課題は、体育授業で育成が目指される知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、並び
に、学びに向かう力、人間性等について、年間指導計画にどのように位置づけるかを検討するこ
とにあると考えられる。 
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